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﹇
調
査
結
果
の
概
要
﹈

２
０
２
０
年
度
の
供
給
可
能

量
は
４
，３
６
２
万
本
と
な

り
、対
２
０
１
９
年
度
比（
４
，

５
５
９
万
本
）
９５
・
７
％
と
２

年
続
け
て
減
少
し
て
い
る
。
形

態
別
内
訳
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
カ

バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
）
が

最
も
多
く
全
体
の
お
お
む
ね
半

数
（
４８
・
４
％
）、
次
に
コ
ン

テ
ナ
樹
木
が
お
よ
そ
５
分
の
１

の
２０
・
７
％
、
３
番
目
に
低
木

常
緑
樹
が
１９
・
１
％
の
順
と
な

り
、
コ
ン
テ
ナ
樹
木
シ
ェ
ア
ー

の
第
２
位
は
２
０
１
７
年
度
以

降
安
定
し
て
い
る（
図
―
１
）。

露
地
栽
培
物
の
シ
ェ
ア
ー
３１
・

２
％
に
対
し
、
コ
ン
テ
ナ
栽
培

物
の
シ
ェ
ア
ー
は
６８
・
８
％
、

ほ
ぼ
３
対
７
と
な
っ
て
い
る
。

高
中
木
本
数
の
形
態
別
内
訳

は
、
常
緑
広
葉
樹
５
、
落
葉
広

葉
樹
３
、
針
葉
樹
２
の
割
合
と

な
る
。

主
な
形
態
に
つ
い
て
種
類
別

の
内
訳
を
み
る
と
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
で

は
、
タ
マ
リ
ュ
ウ
４
８
２
万
鉢

（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
全
体
の
２２
・
８
％
）、

シ
バ
ザ
ク
ラ
類
２
８
９
万
鉢

（
同
１３
・
７
％
）、
コ
グ
マ
ザ

サ
１
１
５
万

鉢
（
同
５
・
４

％
）
の
構
成
と
な
る
。

コ
ン
テ
ナ
樹
木
は
、C

ham
·

pi·

‘
フ
ィ
リ
フ
ェ
ラ
・
オ
ー

レ
ア
’
５１
万
鉢
（
コ
ン
テ
ナ
樹

木
全
体
の
５
・
７
％
）、
オ
タ

フ
ク
ナ
ン
テ
ン
４９
万
鉢
（
同

５
・
４
％
）、
シ
ャ
リ
ン
バ
イ

４４
万
鉢
（
同
４
・
９
％
）
が
上

位
を
占
め
て
い
る
。

低
木
常
緑
樹
で
は
サ
ツ
キ
３

１
８
万
本
（
低
木
常
緑
樹
全
体

の
３８
・
２
％
）、
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
ツ
ツ
ジ
１
２
０
万
本
（
同

１４
・
４
％
）、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ

１
１
９
万
本
（
同
１４
・
３
％
）

が
上
位
３
樹
種
を
構
成
し
て
い

る
。
サ
ツ
キ
は
２
０
１
８
年
度

ま
で
７
年
間
４
０
０
万
本
台
を

維
持
し
て
い
た
が
、
昨
年
度
か

ら
３
０
０
万
本
台
の
水
準
に
落

ち
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
の
タ
マ
リ
ュ

ウ
は
鉢
径
７
・
５
㎝
、
５
芽
立

の
規
格
の
他
に
、
マ
ッ
ト
栽
培

に
よ
る
供
給
（
露
地
約
１
，１

７
０
㎡
、
コ
ン
テ
ナ
約
１
５

３
，９
２
０
㎡
）
も
行
わ
れ
て

い
る
。

２
０
２
０
年
度
の
総
数
は
前

年
度
に
対
し
４
・
３
ポ
イ
ン
ト

減
少
と
な
り
、
対
２
０
１
９
年

度
比
は
露
地
物
９４
・
６
％
、
コ

ン
テ
ナ
物
９６
・
１
％
と
ど
ち
ら

も
減
退
し
て
い
る（
図
―
２
）。

２
０
２
０
年
度
コ
ン
テ
ナ
栽
培

物
の
対
前
年
度
比
の
内
訳
は
、

樹
木
９４
・
７
％
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
９６
・

８
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
主
に
Ｇ
Ｃ
Ｐ
の
停
滞
が
全

体
の
動
き
に
影
響
し
て
い
る
。

﹇
需
要
の
動
向
﹈

「
建
設
工
事
施
工
統
計
調

査
」（
国
土
交
通
省
）
に
よ
る

と
、
２
０
１
８
年
度
の
造
園
工

事
完
成
工
事
高
は
４
，２
７
６

億
円
、
前
年
度
比
６
・
３
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
造
園
工
事
業
種
が
元
請
で

受
注
し
て
い
る
金
額
は
２
，２

０
７
億
円
と
前
年
度
に
比
べ
２

割
以
上
（
２０
・
９
％
）
の
大
幅

な
増
と
な
り
、
総
合
工
事
業
全

体
で
３
・
２
％
の
増
、
そ
の
中

で
造
園
工
事
業
は
突
出
し
た
伸

び
率
を
示
す
。
最
近
１０
年
間
で

は
４
千
億
円
台
を
維
持
し
て
い

る
。
元
請
比
率
は
５１
・
６
％
を

占
め
、
前
年
度
に
比
べ
６
・
２

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
７
年
続
い

た
減
少
か
ら
よ
う
や
く
増
加
に

転
じ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
度
の
元

請
受
注
額
を
発
注
者
別
に
み
る

と
、
公
共
は
１
，０
２
０
億
円

（
４６
・
２
％
）、
民
間
は
１
，１

８
７
億
円
（
５３
・
８
％
）
と
な

り
、
昨
年
度
両
部
門
と
も
に
落

ち
込
ん
だ
が
、
ふ
た
た
び
１
千

億
円
台
に
回
復
し
て
い
る
（
図

―
３
）。

な
お
、
造
園
工
事
業
を
含
む

総
合
工
事
業
８
業
種
全
体
の
完

成
工
事
高
は
前
年
度
に
比
べ

２
・
４
％
増
、
造
園
工
事
業
種

（
６
・
３
％
）
は
一
般
土
木
建

築
工
事
業
（
７
・
４
％
）
に
次

い
で
２
番
目
に
高
い
伸
び
率
で

あ
っ
た
。

公
共
工
事
の
全
体
的
状
況

を
、「
公
共
工
事
前
払
金
保
証
統

計
」（
北
海
道
・
東
日
本
・
西

日
本
建
設
業
保
証
㈱
）
に
よ
っ

て
検
討
す
る
。
２
０
１
９
年
度

の
件
数
は
２
５
０
，６
５
３

件
、
前
年
度
に
比
較
し
１
・
１

％
の
増
、
請
負
金
額
は
１５
兆
２

５
５
億
円
、
前
年
度
に
比
べ

６
・
８
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

発
注
者
別
で
は
、
市
区
町
村
が

最
も
大
き
く
件
数
で
４７
・
９

％
、
請
負
金
額
で
３５
・
６
％
を

占
め
て
い
る
。
２
番
目
は
都
道

府
県
が
各
々
４０
・
３
％
、
３０
・

２
％
と
な
る
。
地
域
別
に
は
、

関
東
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
く
件

数
で
２１
・
３
％
、
請
負
金
額
で

２６
・
０
％
を
占
め
る
。

造
園
植
栽
工
事
に
結
び
つ
き

の
強
い
公
園
お
よ
び
道
路
工
事

の
請
負
金
額
に
つ
い
て
、
道
路

部
門
は
４
兆
９
２
４
億
円
、
対

前
年
度
比
１
０
７
・
６
％
の
増

加
、
公
園
部
門
は
５
，１
２
１

億
円
、
対
前
年
度
比
８０
・
８
％

の
減
少
と
な
る
。

「
全
国
屋
上
・
壁
面
緑
化
施

工
実
績
調
査
」（
国
土
交
通

省
）
に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年

に
約
１６
・
１
ha
の
屋
上
、
約

４
・
６
ha
の
壁
面
が
新
た
に
緑

化
さ
れ
た
。
平
成
１２
年
か
ら
の

累
積
で
、
屋
上
は
約
４
９
４
・

８
ha
、
壁
面
は
約
９４
・
６
ha
が

整
備
さ
れ
た
。
建
物
用
途
別
に

み
る
と
、
累
積
で
屋
上
は
住
宅

／
共
同
住
宅
（
１
０
３
・
９

ha
、
２０
・
２
％
）、
教
育
文
化

施

設
（
６８
・
６
ha
、
１３
・
４

％
）、
商
業
施
設（
６５
・
１
ha
、

１２
・
７
％
）
が
上
位
を
占
め
て

い
る
。壁
面
は
商
業
施
設（
２６
・

８
ha
、
２８
・
２
％
）、
工
場
・

倉
庫
・
車
庫
（
１４
・
４
ha
、

１５
・
２
％
）、
教
育
文
化
施
設

（
１１
・
３
ha
、
１１
・
９
％
）
の

順
と
な
る
。

屋
上
緑
化
に
使
用
さ
れ
る
植

栽
材
料
の
形
態
別
累
積
面
積
を

み
る
と
、
セ
ダ
ム
を
主
に
植
栽

２５
％
（
１
２
１
・
８
ha
）、
芝

生
を
主
１８
％
（
９０
・
５
ha
）、

そ
の
他
草
本
１０
％
（
５１
・
８

ha
）
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
壁

面
緑
化
の
累
計
面
積
は
、
や
は

り
ツ
ル
性
植
物
を
主
７５
％

（
７０
・
９
ha
）、
ツ
ル
性
を
除

く
草
本
を
主
８
％
（
７
・
２

ha
）、
ツ
ル
性
を
除
く
樹
木
を

主
４
％（
４
・
０
ha
）と
な
る
。

「
建
設
工
事
受
注
動
態
統
計

調
査
（
大
手
５０
社
）」（
国
土
交

通
省
）
を
も
と
に
、
民
間
の
建

築
・
土
木
工
事
の
動
向
を
把
握

す
る
。
２
０
１
９
年
度
の
受
注

高
は
１０
兆
６
，１
１
４
億
円
、

民
間
工
事
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

金
融
業
、
保
険
業
、
不
動
産
業

等
が
減
少
し
た
た
め
、
前
年
度

比
８
・
７
％
の
減
と
な
り
、
９

年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
た
。

（
一
社
）
日
本
植
木
協
会

令
和
２
年
度

都
道
府
県
別
緑
化
樹
木

供
給
可
能
量
調
査

結
果
報
告

（
一
財
）
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー

瀧

邦

夫

（一社）日本植木協会
令和３年度通常総会
開催のご案内

開催日 令和３年１月２１日（木）
ホテルメトロポリタン仙台

図－１ 形態別の供給可能量 （単位：千本・鉢）
［２０２０年度：４３，６１９千本・鉢］

図－２ 露地・コンテナ栽培の推移（単位：千本・鉢）

図－３ 発注者別元請完成工事高の推移（単位：億円）

コンテナ部会
総会のご案内
文章総会

変更
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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
延

期
さ
れ
て
い
た
連
絡
調
整
会
議

が
８
月
２１
日
（
金
）
１３
時
か
ら

協
会
・
会
議
室
及
び
リ
モ
ー
ト

に
よ
り
、
会
長
、
副
会
長
、
部

会
担
当
理
事
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

専
門
部
会
長
（
含
青
年
部
会

長
）
及
び
事
務
局
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宍
倉
会
長
の
挨
拶
、
参
加
者

か
ら
の
自
己
紹
介
の
あ
と
、
佐

久
副
会
長
が
議
長
を
務
め
議
事

を
進
行
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
、

部
会
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
、

意
見
・
要
望
に
対
し
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
同
様
の
質
問
と
思
わ

れ
る
も
の
の
回
答
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

１

ブ
ロ
ッ
ク
の

意
見
、
要
望

【
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
】

⑴

建
設
物
価
調
査
会
な
ど
に

取
引
数
量
の
変
更
を
要
望
し
た

い
。輸

送
コ
ス
ト
が
あ
が
り
現
場

持
ち
込
み
価
格
と
数
量
に
か
な

り
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。

⑵

「
樹
木
代
は
畑
渡
し
、
運

賃
は
別
途
」
と
明
記
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
書
を
、
各
支
部
・

ブ
ロ
ッ
ク
で
作
成
・
署
名
し
、

協
会
名
で
提
出
し
て
欲
し
い
。

⑶

調
査
設
計
段
階
の
相
談
・

問
い
合
わ
せ
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
作
り
が
協
会
で
つ

く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
？
（
樹
木

に
関
し
、
従
来
の
コ
ン
サ
ル
や

工
事
業
者
で
は
な
く
）（
公

共
・
民
間
工
事
に
関
わ
ら
ず
発

注
機
関
（
国
・
県
・
市
町
村

他
）
の
緑
地
・
緑
化
関
係
）

⑷

若
い
設
計
者
を
植
木
協
会

で
育
成
で
き
な
い
か
？

⑸

国
際
園
芸
博
覧
会
が
２
０

２
７
年
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る

が
、
協
会
と
し
て
前
回
「
浜
名

湖
花
博
」
と
同
じ
よ
う
に
対
応

し
て
欲
し
い
。
日
造
協
・
日
本

花
き
生
産
協
会
等
か
ら
早
め
に

情
報
を
得
て
、
必
要
で
可
能
な

ら
参
画
す
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
る
。

⑹

林
業
・
農
業
関
係
で
ト

ラ
ッ
ク
・
重
機
等
の
購
入
時
に

補
助
や
助
成
金
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
植
木
生
産
者
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
ま
た

そ
の
案
内
等
を
協
会
員
に
Ｐ
Ｒ

を
お
願
い
し
た
い
。

⑺

協
会
顧
問
を
応
援
し
て
い

る
が
、
政
治
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加

の
割
り
当
て
は
再
考
し
て
欲
し

い
。

⑻

「
志
公
会
」
へ
の
参
加
の

割
り
当
て
人
数
を
減
ら
し
て
欲

し
い
。

⑼

支
部
会
・
支
部
役
員
会

等
、
今
期
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
開
催
で
き
な
い
で
い

る
。
協
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
方
向
性
を
示
し

て
頂
き
た
い
。

⑽

テ
レ
ビ
会
議
へ
の
将
来
的

な
移
行
を
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。と

の
意
見
・
要
望
に
対
し
ま

し
て

①

建
設
物
価
及
び
積
算
資
料

の
記
載
は
ご
指
摘
の
と
お
り
で

す
。現

状
と
輸
送
コ
ス
ト
な
ど
の

上
昇
等
に
よ
り
実
態
に
そ
ぐ
わ

な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
関
係
各

所
と
相
談
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

②

各
社
園
さ
ん
に
よ
り
、
長

年
に
亘
っ
て
の
お
付
合
い
や
社

園
さ
ん
の
状
況
等
に
違
い
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
本
化
は
難
し

い
状
況
と
考
え
ま
す
。

③

相
談
・
問
合
せ
窓
口
等
が

協
会
内
に
あ
り
ま
す
と
、
協
会

の
運
営
が
行
い
や
す
い
と
考
え

ま
す
が
、
運
営
に
関
す
る
課
題

も
あ
り
相
談
・
問
い
合
わ
せ

は
、
各
省
庁
の
担
当
部
署
に
問

い
合
わ
せ
る
の
が
有
効
な
方
法

と
考
え
ま
す
。

④

協
会
が
主
体
と
な
っ
て
若

い
設
計
者
等
を
育
成
す
る
の

は
、
難
し
い
状
況
と
考
え
ま

す
。
協
会
が
直
接
育
成
す
る
の

で
は
な
く
、
全
国
各
地
に
登
録

さ
れ
て
い
る
卓
越
技
能
者
及
び

優
秀
技
能
者
の
方
々
の
お
力
を

か
り
、
社
園
さ
ん
ど
う
し
の
つ

な
が
り
の
中
で
育
成
し
て
い
く

の
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
ま

す
。

⑤

２
０
２
７
年
に
横
浜
市
で

開
催
予
定
の
国
際
園
芸
博
覧
会

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
９
月

の
国
際
園
芸
博
覧
会
協
会
総
会

に
お
い
て
開
催
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
農
林
水
産
省
等
と
緊
密

に
連
携
を
取
り
情
報
の
収
集
に

努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
日
造

協
や
日
本
花
き
生
産
協
会
等
の

関
連
団
体
と
も
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
石
巻
の
復
興
や
浜

名
湖
博
等
の
対
応
を
参
考
と
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥

農
業
用
機
械
が
対
象
と
な

る
補
助
金
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
補
助
事
業
の
概
要
書
を
見

る
限
り
指
定
機
関
か
ら
の
融
資

を
受
け
、
購
入
で
き
る
機
械
等

も
汎
用
性
の
高
い
も
の
で
は
な

い
こ
と
等
の
条
件
が
付
い
て
い

る
よ
う
で
す
。

⑦

政
治
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
主

に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
関
東
・
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
会
員
に
お
願
い
し
て

い
る
状
況
で
、
ご
負
担
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
参

加
者
の
数
等
を
含
め
て
割
り
当

て
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

⑧

上
記
⑦
で
も
記
載
し
ま
し

た
が
、「
志
公
会
」
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
り
、今
後
、参
加
者

の
数
等
を
含
め
て
割
り
当
て
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

⑨

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

終
息
が
見
え
な
い
中
で
、
協
会

運
営
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
応

す
る
「
こ
れ
」
と
い
っ
た
も
の

が
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
様
な
中
で
、
リ
モ
ー
ト

会
議
は
一
つ
の
手
段
と
し
て
有

効
と
考
え
、
今
後
、
こ
れ
を
利

用
し
た
会
議
等
の
充
実
を
図
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

⑩

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
注
目
さ

れ
る
リ
モ
ー
ト
会
議
で
す
が
、

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
委
員
会

や
部
会
等
も
あ
り
ま
す
。
今

後
、
旅
費
交
通
費
の
削
減
等
か

ら
リ
モ
ー
ト
会
議
を
推
進
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
で
は
す
べ
て
の

会
議
を
リ
モ
ー
ト
会
議
で
行
う

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
準
備
が
整
っ
た
も

の
か
ら
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。
ま
た
、
⑴

テ
ー
マ（
議

題
）
を
決
め
て
会
議
を
行
う
。

⑵

会
議
時
間
を
決
め
て
実
施

し
、
回
数
を
増
や
す
等
を
行
っ

て
は
。
⑶

リ
モ
ー
ト
会
議
も

併
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
般

会
員
の
参
加
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。
等
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

【
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
】

⑴

樹
種
識
別
検
定
試
験
に
つ

い
て
中
部
地
区
で
の
開
催
希
望

あ
り
。（
過
去
に
稲
沢
植
木
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
）

⑵

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
観
点
か
ら
、
リ
モ
ー

ト
会
議
の
積
極
的
な
開
催
取
組

み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
交
通
費

の
削
減
と
時
間
の
有
効
活
用
が

出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

⑶

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
、
支

部
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
各
部
会
に
お

い
て
し
ば
ら
く
の
期
間
、
研
修

会
や
講
習
会
等
の
開
催
を
行
え

な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
他

の
業
界
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
出
来
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
何
か
参
考
と
な

る
事
例
が
あ
れ
ば
情
報
収
集

し
、
緑
化
通
信
や
Ｈ
Ｐ
に
て
案

内
願
い
ま
す
。

⑷

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
と
し
て
各
社
園
で
取
引

先
や
従
業
員
に
対
し
て
取
組
み

を
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
緑
化
通

信
に
掲
載
し
て
も
ら
い
参
考
と

な
れ
ば
・
・
・
我
々
業
界
で
は

難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
世

間
で
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
推

奨
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
社
園
に

よ
っ
て
は
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

商
談
取
引
、
リ
モ
ー
ト
材
検
な

ど
さ
れ
て
い
る
所
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

⑸

協
会
員
に
お
い
て
、
過
去

に
役
員
な
ど
を
経
験
さ
れ
た
方

な
ど
に
は
本
部
の
意
向
や
取
組

な
ど
理
解
す
る
事
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
会
員

に
は
伝
わ
ら
な
い
事
が
多
く
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
経
費
予
算

の
都
合
も
あ
り
ま
す
が
、
理
事

会
・
役
員
会
な
ど
年
に
数
回
、

地
方
開
催
と
し
地
元
会
員
と
の

交
流
親
睦
の
場
を
設
け
て
頂
く

事
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？
（
親

睦
を
深
め
ら
れ
る
事
業
で
は
）

⑹

施
設
や
資
材
等
の
購
入
時

に
使
用
可
能
な
補
助
金
等
が
あ

れ
ば
案
内
お
願
い
し
ま
す
。

と
の
意
見
・
要
望
に
対
し
ま

し
て

①

過
去
に
開
催
し
た
こ
と
も

あ
り
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。
し
か
し
、
受
験
希
望

者
数
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
こ
と
も
あ
り
、
十
分
に
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

②

ご
指
摘
の
と
お
り
各
種
会

議
が
リ
モ
ー
ト
会
議
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
旅
費
交
通
費
の
支
出
が
例

年
よ
り
減
と
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
今
後
事
業
の
進
捗
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
及
び
④

現
在
、
上
記
に
関

す
る
参
考
事
例
等
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
今

後
、
情
報
収
集
に
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤

会
員
の
皆
さ
ん
に
総
会
以

外
の
場
で
、
協
会
の
方
針
や
取

組
な
ど
理
解
し
て
い
た
だ
く
機

会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
開
催

し
て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

⑥

農
林
水
産
省
や
林
野
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
補
助
金
等

に
つ
い
て
の
内
容
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
、
ど
の
補

助
金
等
が
該
当
す
る
の
か
等
、

特
定
に
至
る
ま
で
に
相
当
難
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
各
種
補
助
金
等
に
関
し

て
も
、
情
報
収
集
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
】

⑴

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
甚
大
な
影
響
が
植
木

業
界
に
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
す
る
植
木
協
会
の
対
応
策

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

⑵

当
協
会
の
一
部
部
会
に
於

い
て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ネ
ッ

ト
会
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
、
推
進
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
執
行
部
と
し
て
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

⑶

経
費
の
削
減
に
つ
い
て

は
、
毎
年
削
減
が
な
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
毎
年

の
事
業
報
告
書
で
は
、
各
事
業

及
び
実
施
委
員
会
の
見
直
し
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
抜
本

的
な
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
も
事
実
で
す
。

本
年
度
は
、
公
益
目
的
支
出

が
ら
み
で
も
、
待
っ
た
な
し
の

状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本

年
度
に
抜
本
的
な
改
革
が
な
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

際
、
具
体
的
な
方
法
・
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
数
的
目
標
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

と
の
意
見
・
要
望
に
対
し
ま

し
て

①

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
か
ら
、
一
部
事
業
を
除
い

て
各
種
事
業
は
延
期
ま
た
は
中

止
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
発
生
状
況
等
を
勘
案
し
な
が

ら
、
各
委
員
会
及
び
各
部
会
等

と
相
談
を
行
い
つ
つ
事
業
を
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
各
委
員
会
及
び

部
会
等
が
リ
モ
ー
ト
会
議
に
よ

り
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
状
況

で
す
。

当
協
会
の
状
況
を
考
え
る

と
、
リ
モ
ー
ト
会
議
は
事
業
運

営
上
の
一
手
法
と
し
て
大
変
良

い
も
の
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
で
は
す
べ
て

の
会
議
を
リ
モ
ー
ト
会
議
で
行

う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
準
備
が
整
っ
た

も
の
か
ら
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

③

当
協
会
の
業
務
運
営
経
費

に
つ
い
て
は
、
毎
年
削
減
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
抜
本
的

な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
な
い

面
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
抜

本
的
な
改
革
は
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
理
解
は

得
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
過
去

の
各
種
議
事
録
を
見
て
も
理
事

会
等
に
正
式
な
議
題
と
し
て
あ

が
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
理
事
会
等
に
正
式
な

議
題
と
し
て
提
案
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
】

⑴

昨
年
、
理
事
会
の
決
定
と

違
う
形
で
地
域
性
植
物
適
用
委

員
会
に
予
算
を
つ
け
る
形
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
年

の
総
会
を
経
て
い
る
の
で
問
題

は
な
い
の
で
す
が
、
詳
し
い
説

明
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
緑
化

通
信
に
も
記
載
さ
れ
た
内
容
と

違
う
形
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
で
す
。

今
後
、
理
事
会
で
決
定
さ
れ

た
こ
と
の
重
み
、
な
ど
は
ど
う

な
る
の
か
？

と
の
意
見
・
要
望
に
対
し
ま

し
て当

協
会
を
運
営
し
て
い
く
上

で
の
最
高
意
思
決
定
機
関
は
総

会
で
す
が
、
理
事
会
は
そ
れ
に

続
く
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、

理
事
会
の
決
定
を
無
視
し
て
の

協
会
運
営
は
な
い
と
考
え
ま

す
。今

後
、
理
事
会
で
の
決
定
事

項
、
そ
の
結
果
等
及
び
伝
達
方

法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

【
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
】

⑴

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
の

為
、
協
会
の
動
き
や
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
よ
う
で
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
で
進
め

て
い
く
の
か
？

⑵

協
会
の
会
議
を
ウ
ェ
ー
ブ

会
議
に
し
た
ら
。

旅
費
交
通
費
を
削
減
し
、
予

算
を
事
業
に
有
意
義
に
使
う
。

⑶

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
等
で
植

物
の
栽
培
、
管
理
等
の
発
信
を

行
っ
て
は
。

植
物
に
関
心
を
持
つ
人
を
増

や
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一

般
向
け
に
充
実
さ
せ
る
）

⑷

準
会
員
制
度
の
復
活

協
会
活
動
が
人
員
不
足
の
た

め
に
、
活
動
に
制
約
が
出
て
く

る
。

⑸

生
産
圃
場
か
ら
出
る
不
要

な
根
株
、
樹
木
の
処
理
方
法
に

つ
い
て

産
業
廃
棄
物
と
の
区
別
を
協

会
か
ら
役
所
に
提
言
し
て
欲
し

い
。

⑹

材
料
検
査
時
の
写
真
提
出

の
有
料
化
に
つ
い
て

⑺

１
年
以
上
先
の
納
品
に

は
、
手
付
金
制
度
の
導
入
。

材
料
不
足
の
為
、
他
社
よ
り

早
く
か
ら
仮
押
さ
え
を
す
る
物

件
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
、
自
然
災
害
も
多
く
納

品
ま
で
の
期
間
が
長
い
と
維
持

管
理
に
経
費
も
か
か
り
、
災
害

で
樹
木
が
使
え
な
く
な
っ
た
場

合
生
産
者
に
負
担
が
全
て
い
く

の
で
、
手
付
金
制
度
を
導
入

し
、
自
然
災
害
で
使
え
な
く

な
っ
た
場
合
は
生
産
者
に
手
付

金
を
渡
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。と

の
意
見
・
要
望
に
対
し
ま

連
絡
調
整
会
議
を
開
催
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し
て

①

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
か
ら
、
一
部
事
業
を
除
い

て
各
種
事
業
は
延
期
ま
た
は
中

止
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
、
発
生
状
況
等
を
勘
案
し

な
が
ら
、
各
委
員
会
及
び
各
部

会
と
相
談
を
行
い
つ
つ
事
業
を

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
ま

す
。会

費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

状
の
ま
ま
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
各
委
員
会
及
び

部
会
が
リ
モ
ー
ト
会
議
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
旅
費
交
通
費
の
支
出
が
例

年
よ
り
減
と
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

し
か
し
、
今
後
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
事
業
が
ど
れ
だ
け
実

施
出
来
る
の
か
、
ま
た
現
状
で

減
と
な
っ
て
い
る
旅
費
交
通
費

を
ど
れ
だ
け
他
項
目
（
事
業
）

に
回
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
等

不
透
明
で
あ
る
こ
と
等
も
あ

り
、
今
後
事
業
の
進
捗
等
を
勘

案
し
な
が
ら
、
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
現
状
で
は
す
べ
て
の

会
議
を
リ
モ
ー
ト
会
議
で
行
う

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
準
備
が
整
っ
た
も

の
か
ら
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

③

協
会
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
Ｈ
Ｐ
が
有
力
な
Ｐ
Ｒ
ツ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
容
等

の
充
実
は
課
題
と
考
え
ま
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
等
で
植
物
の

栽
培
、
管
理
等
の
発
信
を
行
っ

て
い
く
こ
と
は
貴
重
な
ご
意
見

と
考
え
ま
す
が
、
管
理
等
の
課

題
も
あ
り
今
後
の
検
討
課
題
と

考
え
ま
す
。

④

準
会
員
制
度
に
つ
い
て

は
、
昭
和
５５
年
に
発
足
さ
れ
、

平
成
６
年
ま
で
存
続
し
て
お
り

ま
し
た
。
制
度
を
廃
止
し
た
経

緯
に
つ
い
て
は
、
多
々
の
問
題

が
生
じ
た
た
め
と
聞
い
て
お

り
、
制
度
を
復
活
さ
せ
る
の
で

あ
れ
ば
、
問
題
点
の
摘
出
な
ど

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

⑤

環
境
省
廃
棄
物
規
制
課
に

問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
大
枠
は

環
境
省
に
お
い
て
定
め
て
い
る

が
、
詳
細
は
各
都
道
府
県
の
権

限
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
当
該

都
道
府
県
に
確
認
し
て
ほ
し

い
。
と
の
こ
と
で
あ
り
、
各
都

道
府
県
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

⑥
及
び
⑦

各
社
園
さ
ん
に
よ

り
、
長
年
に
亘
っ
て
の
お
付
合

い
や
社
園
さ
ん
の
状
況
等
に
違

い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
本
化

は
難
し
い
状
況
と
考
え
ま
す
。

２

部
会
の
要
望
・
意
見

【
青
年
部
会
】

⑴

青
年
部
員
減
少
の
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
統
合
を
し
、
現
在
４

ブ
ロ
ッ
ク
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
親
会
に
入
っ
て
い
る
会
員

の
子
弟
に
、
後
継
者
育
成
の
た

め
と
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
青
年
部

に
も
入
部
し
て
も
ら
う
よ
う
積

極
的
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
。

⑵

青
年
部
会
か
ら
の
要
望
・

意
見
助
成
金
を
増
額
し
て
い
た

だ
い
た
が
、
昨
年
度
も
退
会
者

が
１９
名
お
り
、
そ
れ
で
も
入
会

者
が
９
名
お
り
ま
し
た
。
今
後

の
青
年
部
会
と
し
て
の
活
動
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
さ

ら
に
助
成
金
を
増
や
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑶

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

青
年
部
幹
事
会
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
導
入
し
て
い
き
ま

し
た
。
色
々
と
最
初
は
戸
惑
い

も
し
ま
し
た
が
、
現
状
集
ま
れ

な
い
状
況
下
で
は
、
一
番
有
力

な
会
議
方
法
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
親
会
や
他
部
会

な
ど
も
活
用
し
て
下
さ
い
。

青
年
部
は
、
自
粛
お
願
い
を
し

て
い
た
時
期
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

や
支
部
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

⑷

１
月
に
親
会
の
通
常
総
会

を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
ど
の

様
な
形
式
で
総
会
を
開
催
す
る

の
か
を
お
教
え
頂
き
た
い
で

す
。
青
年
部
会
で
は
来
年
２
月

に
通
常
総
会
（
大
阪
を
予
定
）

を
行
い
ま
す
が
、
開
催
す
る
に

当
た
り
、
通
常
通
り
開
催
す
る

か
？

㈠

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
形
式
を
と
る
か
？

㈡

総
会
は
開
催
し
、
懇
親
会

は
無
し
に
す
る
か
？

㈢

オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
か
？

と
の
意
見
・
要
望
に
対
し
ま

し
て

①

青
年
部
へ
の
入
会
に
つ
い

て
は
、
強
制
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
会
員
が
集
ま
る
機

会
を
利
用
し
て
、
入
会
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
。

②

こ
れ
か
ら
の
協
会
を
背

負
っ
て
い
く
青
年
部
の
活
動
・

育
成
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

助
成
増
額
要
望
に
つ
い
て
は
理

事
会
の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ

る
こ
と
と
し
ま
す
。

③
及
び
④

年
に
１
回
の
総
会

で
あ
り
、
毎
年
と
同
様
の
開
催

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

的
な
増
加
傾
向
に
あ
る
コ
ロ
ナ

禍
の
話
も
あ
り
、
結
論
が
出
て

い
な
い
状
況
で
す
。

【
コ
ン
テ
ナ
部
会
】

⑴

一
般
社
団
法
人
が
実
施
で

き
る
収
益
事
業
で
、
助
成
金
対

象
の
調
査
事
業
受
託
を
行
い
、

厳
し
い
協
会
財
政
の
一
助
と
し

て
は
ど
う
か
。
調
査
事
業
は
部

会
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
に
下
せ
ば

充
分
可
能
と
考
え
ま
す
。
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑵

生
産
者
と
し
て
困
る
こ
と

の
一
つ
に
予
約
品
や
確
保
品
の

キ
ャ
ン
セ
ル
、
大
幅
な
数
量
変

更
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
要
因
と

し
て
、
発
注
者
側
が
生
産
者
や

卸
業
者
に
被
害
の
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
な
い
た
め
、
概
算

数
量
で
予
約
し
て
発
注
時
に
変

更
、
と
い
う
事
が
行
わ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
協
会
全
体
と
し
て
な
ん
と

か
こ
の
問
題
を
減
ら
し
て
い
く

事
が
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
の
意
見
・
要
望
に
対
し
ま

し
て

①

現
在
の
と
こ
ろ
収
入
面
か

ら
考
え
る
と
十
分
な
も
の
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
助
成
金
対
象

と
な
る
事
業
及
び
受
託
事
業
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

②

既
に
同
様
の
こ
と
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
各
社
園
さ

ん
に
よ
り
、
長
年
に
亘
っ
て
の

お
付
合
い
や
社
園
さ
ん
の
状
況

等
に
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
本
化
は
難
し
い
状
況
と
考
え

ま
す
。

【
新
樹
種
部
会
】

⑴

環
境
省
み
ど
り
香
る
ま
ち

づ
く
り
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
の

件
⑵

総
会
に
つ
い
て

⑶

会
費
に
つ
い
て

と
の
意
見
・
要
望
に
対
し
ま

し
て

①

要
望
打
診
を
受
け
て
３
年

目
と
な
り
ま
す
が
、
新
樹
種
部

会
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

②

幣
部
会
の
総
会
は
、
も
し

協
会
本
体
の
総
会
が
書
面
決
議

に
な
っ
た
場
合
に
は
準
ず
る
事

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
準
備
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
早
め

の
通
知
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

③

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
止
む

無
く
事
業
の
中
止
や
縮
小
が
見

込
ま
れ
、
他
団
体
同
様
に
会
費

の
減
額
や
免
除
を
予
定
す
る
場

合
に
は
幣
部
会
も
準
じ
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
早
め
の
通
知
を

願
い
ま
す
。

日本列島植木植物園
ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希
少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

問㈱小金井園 吉澤信行 ☎０４２‐３８４‐２２５１
www.koganeien.co.jp

リコリス・スプレンゲリ Lycoris sprengeri
ヒガンバナ科ヒガンバナ属 中国原産

花は、８月下旬から９月上旬 ナツズイセンをやや小ぶりにしたピンクの
花被片にブルーの筋が入るが個体差がある。
よく結実し葉は春に出る。

リコリス・キネンシス Lycoris chinensis
ヒガンバナ科ヒガンバナ属
中国原産

花は、９月上旬。ヒガンバナより大きく、オレンジがかった黄色。葉は春に出る。

フシグロセンノウ Lychnis miqueliana
ナデシコ科センノウ属 日本原産

盛夏から初秋に林地になどでオレンジ色の花を咲かせる。
花が少ない環境なのでよく目立つ。

マルバダケブキ Ligularia dentata
キク科メタカラコウ属 日本原産

夏の高原や樹林地の草原でツワブキに似た花をつける。
名前は、岳（タケ）のフキ、葉が丸く大きいので見た目そのままである。

この夏、南アルプスの甘利山に行った。春には、アヤメなどが咲く花の山
として親しまれている。だが最近は、ニホンジカの食害で草原のお花畑も貧
弱になっている。そんな中このマルバダケブキだけが存在感を放っていた。
山から林道を車で下っていると道路脇のオレンジ色が目に入った。夏の樹林
帯の色彩変化のないほの暗い中に、この花を見つけるとドキッとする。

今年の猛暑は、植物の生理も狂わせる。ヒガンバナ（リコリス）の仲間は
夏の最高気温が出てからしばらくたって伸び始める。今年はヒガンバナも咲
きだしが遅れている。ここで紹介した２種は、ヒガンバナより早くまだ残暑
のうちに咲き出す。中でも、スプレンゲリは他のリコリスにない青色を持っ
ていて、種子も付けるので交配親に有望と思う。
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社長の高橋忠雄さんと専務の竜也さん

シリーズ 社 紹介ささささんん

高橋緑化園
インタビュー

No.2

（神奈川県藤沢市）

その時代、時代に沿って営まれている高橋緑化園さんをご紹介します。
公務員から転職し、植木屋を始めたという社長の高橋忠雄さん。常に時代の
ニーズを読み、柔軟に対応してきたからこそ、ここまで築き上げられたのでしょ
う。これからはネットにも対応していかなくてはいけないと貴重な経営論を
語ってくれました。

当時、「これからは緑化産業だ！」と思い、公務員から転職
して植木屋さんを始めた。

「私は昭和４８年のオイルショックまで
藤沢市の職員をしていました。当時は、
いわゆる高度経済成長から安定成長期に
入り景気も上向きで、これからは緑化産
業が伸びる！と、思い切って転職しまし
た。次の年には税務署へ“植木屋”と届
を出して生産と卸を始めました。もとも
と実家が農家だったので木を植える農地
はあったのですが、公共緑化、道路緑化、
都市緑化、工場の緑化が、急激に伸びた時に、ちょうど植木屋を始められた事
はラッキーだった」という。社長の高橋忠雄さんは、時代を敏感に読んで行動
したからこそ緑化の波にも乗ることができたのでしょう。事務所には、平成３
年に受賞された全国緑化樹木生産経営コンクールの林野庁長官賞の賞状が飾ら
れてありました。

海外の莫大な規模の生産者に圧倒された。工事まで一本化。
「もちろん公務員を辞めた当時は、まったく植木の知識が無かったので、と
にかく植木協会等が企画する研修や視察には、全て参加しました。国内はもち
ろん、アメリカやヨーロッパの大型農場の視察にも行きました。とにかく海外
は規模が莫大で、一貫して生産から造園まで、カタログ販売と全てを１社が行っ
ていました。日本は生産者、卸の仲介、造園会社といくつにも専門が分かれて
いるけど、海外は１本化。日本も将来的には１本化になるかもしれない。実際、
小売店は淘汰されてきて、大規模な一本化に近づいている」という。
「また、当時、日本は武家屋敷の日本庭園や、公園でも木が植えてある程度
の緑化だったので、海外のヘデラへリックス等のグランドカバーが使用された
公園緑化は、斬新で刺激を受けましたね。それから徐々に日本にもグランドカ
バーが入ってきて、今では緑化の主流になった」と当時を振り返って話してく
れました。

今は公共緑化より、民間緑化が伸びている。時代にあった
商売をしなくちゃだめ。

「昔と違って今は公共緑化に替わって、住宅関係のマンションや戸建て、ホ
テルや高級老人施設や病院の民間緑化が伸びています。今の時代でも鎌倉や逗
子には、緑を沢山使った高級別荘を建てる人は多いんです。お金のあるところ
にはあるんだよ」と、笑わせてくれました。
「今は、そういう設計の中には大木はなく、３、４メートル以下の樹木が主
流です。お客さんに立派な大木を見せても「すごいですね」で、終わってしまっ
て大木は日本では売れにくくなっている。お客さんが希望する今の主流の品種
やサイズの木を持っていないといけない。主流が変われば、おのずと持ってい
る植木も変わらないといけない」という。

時代とともに緑化の在り方が変わってきている。温暖化で
需要の植木も変わってきた。

「最近昔に比べて気温が高くなってきて、関東でも南国の植木も育つので、
需要の植木も変わってきました。以前は冬に寒さで茶色く傷んでしまったシマ
トネリコやヤシ類などの南国系の植物も今は上手く育つので、造園設計の中に
も多くなってきたんです。また、一つの植物を見ても、昔はグリーン一色だっ

たのに、今は銀色だったり、斑入りも白
や黄色の色の指定、外側や内側の斑入り
と細かい要求をされる需要が増えてき
た。それを対応するのは大変だが、最近
は、植木を運搬して巡回するトラック便
が全国的にあるので、少ない量でもト
ラック便に依頼すれば仕入れが可能。距
離の問題ではなくなってきている」と植
木を取り巻く商売も変化してきているこ
とも教えてくれました。

時代にそって、これからの経営者はネットに精通していな
いといけない。
今の時代は分かり易くて早い見積もり。

「お客さんから細かい指定を要求されるから、対外的にも分かり易い写真付
きのホームページやネットが必要です。見積もりでも写真と一緒に見れるか
ら、お客さんも納得して買ってくれる」という。買い手も売り手も、写真があ
ると一目瞭然で早いし、クレームにも繋がらないということでした。ネットを
使いこなすのは息子の竜也さん。今は仕入れも販売も写真を付けてパソコンに
保存してあるから、竜也さんがいない時でもすぐパソコンを見れば経営状態も
判断できると言う。

コロナ禍で個人消費も変わってきた。ホームページを見た
と直接買いに来る。

「最近は HPを見たと言って、直接、芝を買いに
来るお客様が増え、ついでに植木を３、４本買って
自宅の庭を自分で整備したいという方が目立ってき
ました。芝の需要も増え、夏場は維持が大変だが、
大型冷蔵庫を活用しているという。以前は、個人客
は造園屋を通して庭の手入れをしていたけど、コロ
ナ禍の時間の余裕からか、自分の好みの庭を作ろう
と直接購入をするという個人消費のスタイルも変
わってきました」と教えてくれました。
そして、お嫁さんのお手製の畑の所在地図を見せ
てくれました。「畑には一本一本簡易的な樹名板が
付けてあるから、造園屋さんでも素人のお客さんが
来ても、誰でも何の木か分かるようにしています。
各々に違う色テープを渡し、欲しい木に色テープで
印をつけてもらって後からメールで見積もりをして
います。やっぱりネット社会だよね」と社長がおっ
しゃいました。

専務の竜也さんも１０年企業勤めをして後を継いだ。
いつの時代もニーズに合わせた経営を。
今は１０年間企業に勤めた経緯のある息子の竜也さんに経営は任せて、忠雄さ

んはあくまでも助言者という。「俺が経営の中心にいちゃいけない」と、最近
経営は竜也さんに代替わりをしたという。協会が掲げていた日本列島植木植物
園の構図と同じではないが、「やはり海外のような大型売一本化店に近づくた
めに、時代のニーズに合わせた経営をしていこうと思います」とお二人で話し
てくれました。

植木屋の仕事は、人間本来の仕事のやり方
帰りは２代目の竜也さんに圃場を見せてもらいながら、駅まで送ってもらい
ました。竜也さんが車中で、「植木屋の仕事は、朝から働いて日が沈むと家に
帰る。家族とご飯を食べる。暑い日も寒い日も汗をかいて働く。１０年間ビルの
中でサラリーマンを経験したからかもしれないけど、今の植木屋の仕事が、人
間本来の仕事のやり方だと思う」と、おっしゃった言葉が胸に染みました。

それぞれのお客さんに色の
違うテープで欲しいものに
印を付けてもらって、後日
見積もり。

一気に飲んでし
まった奥様お手
製のシソジュー
スは、本当に美
味しかったです。
甘～いスイカも。
ご馳走様でした。

いつも従業員さんに遊んでもらっている
福助くん

従業員さんにもあげて喜ばれている自家製
野菜。ステキな福利厚生ですね。

高橋忠雄さん

広い圃場
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さ
に
負
け
な
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み
ど
り
香
る
花
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坂
出
緩
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緑
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指
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第
13
回
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
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企
画
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

第
13
回
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
し
発

生
す
る
豪
雨
、
強
風
…
近
年
の

日
本
各
地
で
起
こ
る
異
常
気
象

は
、
年
々
、
激
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
自
然
と
向
き
合
い
な
が

ら
都
市
公
園
の
管
理
を
行
う
私

共
に
と
っ
て
も
、
経
験
以
上
の

厳
し
い
事
が
増
え
て
き
ま
し

た
。「
今
は
与
え
ら
れ
た
試
練

の
と
き
」
と
考
え
、
常
に
前
を

向
い
て
全
ス
タ
ッ
フ
で
業
務
を

遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

私
共
が
管
理
し
て
お
り
ま
す

『
坂
出
緩
衝
緑
地
』
が
あ
る
香

川
県
坂
出
（
さ
か
い
で
）
市
は

晴
れ
の
日
が
多
く
、
非
常
に
雨

の
少
な
い
地
域
で
す
。
今
年
の

夏
は
７
月
に
雨
の
日
が
続
い
た

後
、
８
月
に
入
っ
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
雨
が
降
ら
ず
、
降
雨
量

〝
０
〞
の
日
が
２１
日
間
続
く
な

ど
、
毎
日
の
よ
う
に
潅
水
作
業

に
追
わ
れ
る
状
況
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
萎
れ
た
植
物
に

順
番
に
水
や
り
を
し
て
い
く

中
、
全
く
萎
れ
ず
水
や
り
の
必

要
が
な
か
っ
た
箇
所
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
昨
年
１０
月
に
植

え
込
ん
だ
「
第
１３
回
み
ど
り
香

る
ま
ち
づ
く
り
企
画
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
て
入
賞
し
た
『
香
り
と

学
び
の
番
の
州
公
園
』
の
樹
木

群
で
す
。

番
の
州
公
園
は
「
坂
出
緩
衝

緑
地
」
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
園
内
に
点
在
す
る
地
元
の

昔
話
が
描
か
れ
た
パ
ネ
ル
付
近

に
香
り
の
す
る
樹
木
や
草
花
を

植
付
け
て
、
地
域
の
民
話
を
読

み
つ
つ
花
の
香
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

Ｒ
元
年
１０
月
１６
日
に
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人

香
川
の
み

ど
り
を
育
む
会
」（
略
称：

Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
み
は
）
会
員
の
植
込
み

指
導
の
も
と
、
地
元
小
学
５
年

生
、
県
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
総
勢
６０

名
で
園
内
８
ヶ
所

に
キ
ン
モ
ク
セ
イ

や
ジ
ン
チ
ョ
ウ

ゲ
、
ス
イ
セ
ン
な

ど
１５
種
類
を
植
え

込
み
ま
し
た
。
そ

の
新
し
く
植
え
た

樹
木
の
ほ
と
ん
ど

が
、
猛
暑
・
渇
水

の
中
で
も
青
々
と

し
た
葉
の
ま
ま

で
し
た
。

い
つ
ま
で
耐

え
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
と
観
察
を

続
け
て
お
り
ま

し
た
が
、
他
へ

の
潅
水
作
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た

８
月
３
日
か
ら

遅
れ
る
こ
と
２２

日
目
の
８
月
２５

日
に
初
め
て
潅

水
を
し
ま
し
た
。

園
内
は
ア
キ
ニ
レ
等
の
高
木

が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
半
日
陰

の
場
所
が
多
い
事
や
、
木
材

チ
ッ
プ
を
各
箇
所
に
敷
き
均
し

た
こ
と
な
ど
も
奏
効
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
樹

木
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
土
壌
改

良
法
に
拘
っ
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

番
の
州
公
園
は
花
崗
土
を
使

用
し
た
埋
め
立
て
地
で
あ
る

為
、
植
物
が
順
調
に
生
育
し
に

く
い
土
を
し
て
お
り
ま
す
。
市

内
の
一
般
家
庭
か
ら
回
収
し
た

古
土
を
再
利
用
し
、
数
種
類
の

有
機
質
を
混
入
し
、
よ
り
深
く

耕
運
す
る
と
い
う
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
顕
著

に
あ
ら
わ
れ
た
と
、
改
め
て
土

壌
改
良
の
大
切
さ
を
し
み
じ
み

と
感
じ
な
が
ら
、
猛
暑
の
中
を

懸
命
に
生
き
る
植
物
が
愛
し
く

思
え
た
今
夏
の
様
子
で
し
た
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
情
勢

の
中
、
緑
の
あ
る
公
園
の
需
要

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
を
、

園
内
を
利
用
す
る
家
族
連
れ
が

増
え
た
こ
と
で
、
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。

あ
る
日
、
園
内
を
散
策
利
用

し
て
い
た
小
学
生
く
ら
い
の
女

の
子
が
「
こ
こ
は
遊
具
が
あ
る

の
？
」
と
お
母
さ
ん
に
問
い
か

け
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し

た
。
す
る
と
お
母
さ
ん
は
「
こ

こ
は
遊
具
が
無
い
け
ど
、
色
ん

な
花
が
あ
る
の
」
と
答
え
て
い

ま
し
た
。

番
の
州
公
園
に
は
球
場
と
芝

生
広
場
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

り
台
な
ど
の
遊
具
は
設
置
し
て

い
ま
せ
ん
。そ
の
分
、四
季
折
々

の
花
が
愛
で
ら
れ
る
よ
う
、
緑

地
管
理
と
共
に
花
壇
を
新
し
く

整
備
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て

参
り
ま
し
た
。「
み
ど
り
香
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
応
募
し
た
企

画
も
そ
の
一
環
で
し
た
。

こ
の
偶
然
耳
に
し
た
親
子
の

会
話
は
、
こ
れ
ま
で
指
定
管
理

者
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
が
ち
ゃ
ん
と
利
用
者
に
も
伝

わ
っ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
も
の
で
し
た
。

人
々
の
憩
い
の
場
を
維
持
・

発
展
さ
せ
て
い
く
為
に
、
樹
木

の
生
育
状
況
を
よ
く
観
察
し

て
、
そ
の
気
づ
き
を
今
後
の
緑

地
管
理
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆プロフィール
１９３３年 富山県生まれ。京都外国語短期大学卒。１９５１～１９９１
年京都大学農学部附属演習林文部技官。この間、故上田弘一
郎京大名誉教授の研究を手伝う。１９８６年九州大学農学博士。
１９９２～２００２年（隔年）高知大学農学部非常勤講師。１９９３年以降
林野庁の特用林産ビジョン検討委員会委員など竹・タケノコ
関連事業委員を歴任。元国際協力機構（JICA）専門家（１９７０～
７２年タイ、１９９４、９５、９７年インドネシア、１９９６年チリ）。現在、竹
文化振興協会専門員、京都市洛西竹林公園専門員。

『今は昔、竹取の翁という者ありけり。野山にまじりて、竹を取りつつ、よ
ろづの事につかひけり。名をばさぬきの造となむいひける。』で始まる竹取物
語は日本最古の小説として有名である。この小説の原本は難解だが、現代語訳
（田辺聖子（１））は何度読んでも面白い。絶世の美女「かぐや姫」に５人の貴公
子、さらに御門まで求婚するが、いずれも失敗。そして満月の夜、「かぐや姫」
は昇天してしまうという筋書きは、超テレビドラマ的で面白い。
さて、この竹取物語が何時、誰の作なのか定説がなかったが、平成１３（２００１）

年９月７日の京都新聞に、龍谷大学糸井道浩教授が『かぐや姫と道真』と題す
る連載記事を発表された。糸井教授は数々の史実を検証の上、竹取物語の作者
は〝菅原道真〟との仮説を発表されたのである。菅原道真（８４５‐９０３）は平安
時代初期の人物であるが、学問の神様として今も崇拝されるお方である。
作者が菅原道真であるなら、この作品は西暦８００年代後半の作と推察できる。
そして、物語では「翁が野山に入って竹を伐り、色々なことに使っていた」と
書かれていることから、当時はもとより、奈良時代、いやもっと古い時代から
竹が色々に使われていたであろうと推察したい。
筋書きは、とても貧しい生活をしていた竹取の翁がかぐや姫を見付けてか

ら、竹を伐る度に黄金が入っていて、たちまち長者になっていく。一方、かぐ
や姫の美しさは〝家の内は暗き処なく光満ちたり〟と表現されるほど光り輝く
美しさであった。そのため、〝色好みといはるるかぎり〟と極め付けの形容詞
で酷評される５人の貴公子が求婚してくるが、この５人はいずれも日本書紀
（７２０年）に出ている実在の高貴な人物とのことであるから驚く（沖浦和光（２））。
そして、時の御門まで求婚するが、かぐや姫〝御門の召して宣給はむこと、か
しこしとも思はず〟と、もったいない求婚すら門前払いである。ところが８月
１５日の満月の夜、「私は人間世界の者ではなく、月の世界の者」と打ち明け、
翁と悲しい別れを告げて月に旅立つという物語である。
この内容から、当時の世相を読み取ることができる。すなわち、飛鳥・奈良
時代に確立された強大なピ
ラミッド型集中権力が平安
時代に継承され、それが底
辺の人々を虐げ、苦しめて
いたことを厳しく批判して
いるのであろう。したがっ
て、物語ではかぐや姫を「世
直し請負人」に見立て、貧
しい暮らしを強いられてい
た竹取りの翁をモデルに、
富と権力の座にあった実在
の人物を登場させ、当時の
社会構造を強烈に批判し、
フィナーレで〝かぐや姫は

この世の人ではなかったんだ〟との「オチ」で締められた小説なのである。
もともと、九州南部の隼人民族は竹にかかわる海洋民族で、彼らは南洋諸島
の竹細工技術を身に付け、たどり着いて土着民となった（川越政則（３））。彼ら
は強大な畿内政権に頑固なまでに抵抗したが、ついに破れ、ある隼人は畿内に
連れて来られて竹器を作らされ、献上させられたという（２）。すると、竹取の翁
のモデルはもしかして虐げられ、貧しく苦しい暮らしをしていた人達かも知れ
ない。
一方、この小説の中で興味をそそるのは、『３寸ばかりなる人いと美しうて
ゐたり。』という文章である。古代人は竹の空洞には呪力、霊力が潜んでいる
との信仰心を抱いていたとの説もあることから、かぐや姫が竹の筒から生まれ
たとの発想に繋がっているのではなかろうか。また、『３月ばかりになるほど
に、よきほどなる人になりぬれば、…』は、かぐや姫がたった３ヶ月で光り輝
く美女に成長したという意味であり、作者は竹が「ほぼ３ヶ月で成長を完成す
る」という竹の生態を知っていたからこそかぐや姫の成長に結び付けたのでは
なかろうか。そう推察すると、作者〝菅原道真公の洞察力〟は流石であり、頭
の下がる思いがするのである。
ところで、竹取物語に出て
くる竹は一体どのような竹な
のか？ 普通、かぐや姫はモ
ウソウチクのような太い竹の
中から生まれたように描かれ
る（図）。しかし、物語では
『三寸ばかりなる人』と書か
れているから、今流でいえ
ば、姫の身長は１０センチにも
満たない高さである。する
と、直径１８センチにもなる大
型のモウソウチクの節間に身
の丈１０センチにもならない女
の子がちょこんと居たとしたら、何とも冴えないイメージであり、実際、平安
時代にはまだモウソウチクは渡来していなかった。すると、かぐや姫が生まれ
た竹はそう太くない竹、たとえばハチクとかマダケ（写真）ではなかろうか。
こうした見方で竹取物語を読むと、この物語には古代から平安時代に至る社会
構造が何となく見えてきて、益々興味が湧くのである。

引用文献
（１）田辺聖子（１９８７）竹取物語 伊勢物語、集英社文庫
（２）沖浦和光（１９９１）竹の民俗誌 ―日本文化の深層を探る―、岩波新書
（３）川越政則（１９９１）「薩摩の文化と竹」竹４２号 日本の竹を守る会

図 イラスト「かぐや姫の誕生」竹文化振興協会提供

〝竹取物語〟の世界とは？その竹は？〝竹取物語〟の世界とは？その竹は？
渡 邊 政 俊

写真 左：ハチク林 右：マダケ林
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コデマリとその仲間特集　

素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

①リンドウ
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たるさわ ただし

足 澤　匡

歳をとると、昔話が多くなると言いますが、今から３０年くらい前の話になりま
す。小岩井農牧株式会社に入社して、ある程度仕事が落ち着いてきた頃、草本類、
特に岩手県内に自生する山野草を知りたくて、「岩手植物の会」に入会しました。
月に一度、「例会」と称して、県内に咲いている花達を求め、観察会を開催して
いましたが、その中で私は、植物のスケッチを描くことにしたのです。始めのう
ちは時間が無く描けませんでしたが、短時間でもその植物に対面し、観察するコ
ツをつかみ、だんだんに速く描けるようになりました。さらに、その場の空気感
まで描き込むことで、その植物の印象が強く残るようになりました。
このスケッチは、１５年前の秋に描いた「リンドウ Gentiana scabra var. buergeri」
ですが、淡く優しい色合いに感動したことを覚えています。折り紙の様に重なっ
た部分の色合いを描くのに手が震えことも…。ちなみに、リンドウの語源は漢方
薬の「竜胆（りゅうたん）」が「りんどう」に変わった？ らしいのですが…、特
に根が、胃薬の「熊の胆（くまのい）」より苦いことから名付けられたそうです。

また、リンドウの仲間は、岩手県にリン
ドウの他、エゾリンドウ、オヤマリンド
ウ、など数種類ありますが、このスケッ
チのリンドウは、「リンドウ」。植物の先
生が、「何も付かない、ただのリンドウ
です。」と説明すると、生徒が「タダノ
リンドウ」とメモする、という笑い話が
あります。サクラ類やヤナギ類には、「サ
クラ」や「ヤナギ」は無いのに、スミレ
類やリンドウの仲間には、正式名として「スミレ」、「リンドウ」はあるのです。ま
た、アジサイ類にも「アジサイ」がありますが、なぜか「本アジサイ」と区別し
て呼びますね。「本スミレ」、「本リンドウ」とは呼ばないのはどうしてなのでしょ
う。植物は、本当にわからないことばかりで、面白いです。だから、楽しいです。

春の庭園を飾る代表的な花木の一つにシモツケ属の樹木があります。落葉低
木で中でもユキヤナギやコデマリ、開花期は少し遅くなりますがシモツケなど
が良く知られ、親しまれています。これらの花木を開花期から見てみると、２
月の中頃からユキヤナギがちらほらと咲き出し、春本番になるとコデマリが、
そして梅雨前にはシモツケの花が咲きます。
春一番に咲き出すユキヤナギやシジミバナは前年枝に花を直接つけるため、
枯れ枝に花がついたようで少し寂しく感じられます。その点、春本番の頃に花
をつけるコデマリやイブキシモツケ、イワガサ、トサシモツケなどは、前年枝
から伸びた短い今年枝の先に白い花の塊（散房花序）をつけ、その枝には葉が
ついているので、みどりの葉をバックに花をつけるので、春の到来を実感でき
ます。また遅く咲くシモツケは、普通、花の塊がいくつか集まった複散房花序
となり、紅紫色の花をつけるので、早く咲く仲間とは違った美しさが楽しめま
す。今回は春本番の頃に花をつけるコデマリの仲間について書かせていただき
ます。
代表種としてのコデマリ（Spiraea
cantoniensis）は、２０～３０個程度の小さ
な花が集まって手毬状に花開くことか
ら、小さな手毬（小手毬：こでまり）
の名前がついたものです。ほぼ時を同
じくして花開くイブキシモツケ
（Spiraea nervosa）やイワガサ（Spiraea
blumei）、トサシモツケ（Spiraea nipponica
var. tosaensis）も、同様な小手毬型の
花をつけ、遠目にはほとんど区別がつ
かないといってよいくらい良く似ています。コデマリは学名からも分かるよう
に中国産ですが、ほかの３種はいずれも日本の自生種です。
これらの種類は近くに寄って花の一つ一つを観賞するのではなく、緩く垂れ
た細い枝に丸い花の塊が連なってついた姿を、やや離れたところから観賞する
のが一般的であり、花の下についた葉の形で種類を見分けるようなことはしな
いので、すべてコデマリの名前でひとくくりとなって呼ばれていることが多い
ようです。現にいくつかの公園や住宅周りの植栽では、コデマリの寄せ植えの
中にトサシモツケが混じっていたり、イブキシモツケやトサシモツケにコデマ
リの樹名札がついていたりするのを時折り見かけます。なお、イワガサはほか
の３種に比べ植栽されていることは少ないようです。
コデマリは良く植えられているので見る機会は多いと思いますが、他の３種
は植えられていることが少ないので、見たことがない方が多いかもしれませ
ん。植栽されている姿を見てみたい方は、４月の半ばから５月の連休の頃に日
比谷公園に行かれて、祝田門から入ったところや雲形池の周りなどを散策する
と、これらの花を見ることができます（ただし樹名札はついていません）。ほ
かには向島百花園でイブキシモツケやイワガサが見られます。
種類について掘り下げると、イブキシモツケには変種扱いでホソバノイブキ
シモツケ（Spiraea nervosa var. angustifolia）という種類があります。図鑑には
『果皮に軟毛（粗毛としているものもあり）があるものを呼んでいるが、軟毛
の密度に中間型があり区別できない』と記載されています。しかし、牧野新日
本植物圖鑑（㈱北隆館）では、これをトウシモツケと呼んで、イブキシモツケ
とほぼ同じ地域に分布していて『唐下野の意で中国から入ったという誤認に基
づく』としています。そこで中国有用植物圖鑑（㈱廣川書店）を見てみると、
トウシモツケ（Spiraea chinensis）の記載があり、中国に広く分布し『海抜５００
～２，０００mの地域の山地斜面の低木群落中・山の谷間にある渓流のほとり・原
野や畑や道端に生育する』と記載されており、脚注に『本州近畿・四国・九州
に分布し、ホソバイブキシモツケとも呼ぶ』と逆の記載となっています。学名
は（Spiraea nervosa var. angustifolia）で同じです。私は自宅で大分県産のイブ

キシモツケを栽培していますが、
葉の形を見る限り、日比谷公園や
向島百花園に植えられているホソ
バノイブキシモツケと思われる株
の葉と雰囲気が違います（写真参
照）。
日本に自生するホソバノイブキ
シモツケは見ていませんし、牧野
博士の考えに異を唱えるつもりは
ありませんが、日比谷公園などに
植えられているイブキシモツケは
中国から入ってきたホソバノイブ
キシモツケすなわちトウシモツケ
ではないかと思っています。
その根拠は、いくつかの図鑑を
見てみましたがイワガサやトサシ
モツケは用途として、『庭木とし
て植えられる』という記載があり
ますが、イブキシモツケにはその
記述がありません（庭木として植
えられていないということ？）。
また、植栽されている場所を見る
と、日比谷公園や向島百花園など
歴史のある古い庭園で多く見られ
ることなどから、日本で庭木とし
て植えられているイブキシモツケ
は日本に自生する種類ではなく、
中国から入ってきたホソバノイブ
キシモツケの可能性があるように
感じられます。
日本でイブキシモツケやイワガ
サ、トサシモツケがコデマリと一
緒にされているように、古い時代
に中国からコデマリと一緒に入っ
てきた、あるいはその後に入って
きて、コデマリと区別されずに植
えられたとは考えられないでしょ
うか。
この疑問を解くには、日本に自
生するイブキシモツケ、ホソバノ
イブキシモツケと日比谷公園など
に植栽されているホソバノイブキ
シモツケと思われる株を比較すればわかるのかもしれませんが、日比谷公園や
向島百花園などに植えられていることから、イブキシモツケを含め、これら４
種の生産状況の現状はどうなのか興味のある所です。現在、生産があるのはた
ぶんコデマリだけでほかの３種はほとんどないと思いますが、本稿を読まれた
方で生産している方がいらっしゃればご一報ください。生産状況や種類の区分
や名前（呼び名）などについてお話を伺いたいと思っています。

参考文献 学名ほか：山渓ハンディ図鑑３ 樹に咲く花 離弁花❶ 山と渓谷社
解説ほか：日本の野生植物 木本Ⅰ 平凡社

株式会社 アスコット
若 林 芳 樹

ホソバノイブキシモツケと思われる株 日比谷公園

イブキシモツケの葉 大分県産（自宅栽培品）

イワガサ 葉は薄く幅広 日比谷公園

トサシモツケ 葉は細く花数少ない
日比谷公園

私は美しい花が咲いていると、スケッチブックやカメラに納めたくな
ります。その花が、特にお気に入りだった場合には、その衝動を抑えら
れなくなったりします。皆さんには、そんな経験はありませんか？ 私
は幼い頃から絵を描くのが好きだったので、頭の中にあるスケッチブッ
クを広げ、構図を考えたりしているのです。
今まで描き貯めたスケッチから、「素描挿話。～すてきな花達に魅せ
られて」という題名で「すてきな花達」をご紹介する機会をいただきま
したので、ご笑覧ください。

コデマリ もっとも普通に見られる 横浜
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第7回　都市と里山
東京農業大学名誉教授　中 村 幸 人

連載「里山植物と景観」 ◆プロフィール　中村　幸人（なかむら　ゆきと）
1952（昭和27）年3月　東京農業大学名誉教授（博士　理学）
専門：植生学、植物地理学、景観生態学
神奈川県鳥獣総合対策協議会委員、神奈川県公共事業評価
審査会委員、国際植生学会群集命名規約委員会委員　他
横浜国立大学助手、作新学院大学教授を経て平成14年より東
京農業大学教授

teatime

これまで里山の植物を見ながら人と自然の関わりについてお話をしてきまし
た。その心象を膨らませていくと里山の姿が見えてきます。つい、唱歌を口ず
さみたくなります。「うさぎ追いしかの山、小鮒釣りし、かの川…」。自然豊か
な里山があり、幸せな日々の暮らしを懐かしむ歌ですね。戦後、日本人は物の
豊かさを追って頑張ってきたと思います。三種の神器とも呼ばれた冷蔵庫、洗
濯機、白黒テレビに象徴されるように物が人を幸せにしてくれると信じてきた
時代、それが昭和でした。製造業が勃興し、多くの人は働き手として都会に住
み、団地がたくさんできて、急速に都市化が進んだのです。田中角栄が列島改
造を政策に取り入れてピークを迎え、それはバブル期まで続いたように思えま
す。都市化は田舎を侵食していきましたが、田舎の農業も生産性や作業効率が
求められるようになりました。日本では長く続いてきた田舎の風景が明治時代
から一変していきました。
都市化、近代化によって里山から消えたものは二つあります。一つは宅地や
商・工業施設、道路の造成によって地形が変えられ、コンクリートが増えて身
近な里山の自然が消えていきました。クヌギ・コナラの雑木林、土手や畦の草
地、小川沿いの湿った草地、池沼の湿原などが消えたのです。造成されたコン
クリートの隙間にブタクサ、ワルナスビ、ウラジロチチコグサ、ハルジオン、
アレチノギク、ナガミヒナゲシなどの１年生から越年生の帰化植物が都会雑草
として生育するようになりました。
どうも帰化植物の繁茂する量と人為的攪乱の頻度は比例するようで、私は以
下のように捉えています。生物的自然は長い歴史の中で形作られてきました。
植物が地上に現れて４億５千万年経ちますが、進化を続けて今日の姿になって
います。とくに気候変動のような大きな環境の変化が起爆剤となって生物の絶
滅とその後に多様な種を生み出しています。
今の生物社会は少なくとも今の気候に近い６千年前には形づくられていて、

ブナ林やスダジイ林にはそれぞれの植物社会に固有な動物、微生物などが暮ら
していました。生物には植物、動物、微生物がいますが、密接に関係しあって
共同体を形成し、環境の変化に対応してきました。生物の基本的な仕事は植物
が太陽の光エネルギーを利用して有機物を生産し、動物がそれを消費して、微
生物が最後に分解するというチームワークです。つまり生物は物質を循環させ
る仕事を担っていて、生物と環境の間の物質とエネルギーのやり取り、すなわ
ち生態系を安定した状態に保つことに貢献しています。すべての生物には生態
系の中に自分の持ち場があり、仕事を持てない種は存在できないのです。
よそ者である外来種が入り込む余地はないのですが、一時的な攪乱により生
態系に乱れが生じると、間隙を縫って一時的によそ者が生活できるチャンスが
生まれてしまうというわけです。それが都会という人為的攪乱の多い場所なの
です。
里山から消えた二つ目は里山そのものの生物多様性の貧化です。農業の近代
化は工業と同じ考え方で生産性と効率を求めてきました。日本の農地を耕地整
理によって区画を大きくして機械を導入しやすくし、化学肥料や農薬を積極的
に使用していきました。その結果、農地の生態系を支える土手や畦が少なくな
り、また、そこで生活していた多くの生物が消えていきました。その結果、生
態系が機能して天敵が害虫を捕食して駆除するという天敵防除の効果が薄れて
いきました。
１９９０年頃に中国を訪れたとき、大都市、上海近郊の水田は日本と同じように
生物がいませんでした。しかし、化学肥料も農薬も買えない貧しい田舎に行く
と、わずか４㎡の水田の区画内に様々な生物が満ち溢れていて、昔の日本も多
分、こうだったのだろうなと感慨深かったのを思い出します。これからの日本
が環境を維持しながら豊かな社会を再構築していくには里山に学ぶべきことが
たくさんあるような気がします。７回続いた「里山植物と景観」からその豊か
さを実感してもらえると幸いです。

３年前、我が社で生産した樹木を訪ねて首都圏を
歩いた。立派に根付きメンテナンスも行き届き成長
したわが子（樹）に感動した。仕事の足跡が都会に
残り「良い仕事を選んだ」と思った。
喜びも束の間。さて、オフィスビル、タワーマン
ションなど新築が止まったら飯が喰えなくなる。更
新需要はあまりに長期になるかも。
行方はいかに？ 「いつか買い手が来る」を信じ
て、今日も仕立て樹（自然形）作りは前進あるのみ。

シリーズ

⑧オガタマノキ H５００

⑪ニッケイ H７００

⑲ウラジロガシ H６００

帰化植物が都会の植え込みに見られる（横浜市港南台２０２０年１０月１日）

ウラジロチチコグサウラジロチチコグサ

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク

ハルジオンハルジオン

⑦アラカシ H８００

⑩ブラシノキ株立 H３００

⑱クスノキ株立 H７００

コメヒシバコメヒシバ

⑥タブノキ H８００

⑰クロガネモチ株立 H６００

セイヨウタンポポセイヨウタンポポ

⑤ウラジロガシ株立 H７００

⑯シロダモ株立 H３００

ヒ
メ
ツ
ル
ソ
バ

ヒ
メ
ツ
ル
ソ
バ

④ナナミノキ株立 H５００

⑮ホルトノキ H６００

里山の原風景を残す冬季の舞岡公園（横浜市戸塚区２０１０年２月１４日）

悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜ここここここここここももももももももももごごごごごごごごごごもももももももももも
本釜 清文 ㈲豊南開発（鹿児島県）

（日本列島植物園登録社園）
問☎０９９４‐３１‐２２２２

③シマトネリコ H１０００

⑭クスノキ H８００

②ヒメユズリハ株立 H４００

⑬クロガネモチ H８００

①イジュ株立 H４００

⑨アラカシ株立 H１０００

⑫マテバシイ H７５０
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特集 YouTube 始めませんか？YouTube 始めませんか？
内田義一　内田養樹園（鹿児島県）

お知らせ

やっちゃん TV いずみの植木屋さん

上原和直氏㈲上原樹苗（福島県）
が農林水産祭天皇杯の林産部門
で受賞

天皇杯は、過去１年間の農林水産祭参加表彰行事
（２７３件）において、農林水産大臣賞を受賞した４６５点
の中から各部門の７名に授与されるものです。上原和
直氏㈲上原樹苗（福島県）は、その中の林産部門で授
与されます。表彰は、１１月２３日㈪に明治神宮会館で開
催する農林水産祭式典において行われます。

会 員 動 向
協会退会

�㈲白木稚光園（熊本県）
�農事組合法人東城園グリーンテック（千葉県）
�㈱鈴木農園（神奈川県）

代表者変更

�新 加藤洋巳 ㈲辰巳園（鳥取県）
�新 須﨑剛史 ㈲須﨑樹苗（東京都）

住所・TEL変更

�北日本菅与㈱
〒０１３‐０１０５ 秋田県横手市平鹿町浅舞字間兵衛野７‐１
TEL０１８２‐２４‐２３２８

訃 報
�齋藤誠子 様（齋藤 悟氏のご母堂様）
㈱斎藤造園（山形県）
令和２年８月２５日没
享年８８歳

�若生由三 様（若生 武氏のご尊父様）
㈱若生商店
令和２年９月４日没
享年９１歳

�石井まつ子 様（石井栄寿氏のご母堂様）
石井農園（埼玉県）
令和２年１０月１７日没
享年８７歳

YouTube 始めました
鹿児島県支部の内田養樹園 内田義一です．家族経営でナナミノキ株立など
の常緑樹生産者です．２０２０年２月に YouTube チャンネル「いずみの植木屋さ
ん」を開設して，仕事の風景などの動画を公開しています．
「YOUTUBER に俺はなる！」と家族に冗談混じりで話している時，自分の
頭の中には，樹木生産の風景を映像にまとめて，YouTube に公開できれば結構
レアな映像になるんじゃない？と成功の予感を持っていました．生産すること
が大変だということが伝われば，樹木生産者の地位向上にちょっとだけ貢献で
きるかもしれない．．．そう考えていたのです．

どうやって始めたの？
そうは言っても，どう
やって始めるん？と調べな
がら，まずパソコンとアク
ションカメラを買いました
（格好から入るタイプ）
撮って，動画にまとめて,
チャンネルにアップロード
してみるということをやっ
てみながら勉強していきま
した（基本ネット検索で全
部わかります）YouTube に
チャンネルを作ったり動画
をあげることはタダで出来
るようです．しかし，作った動画をたくさんの人にみてもらうためには，チャ
ンネル登録者数を増やさないとどうもいけないようです．そしてチャンネル登
録者数を増やすためには魅力的なチャンネルである必要があったのです（あた
りまえです）さらに，この数は，広告収入発生のボーダーラインの指標ともなっ
ています．１,０００人．これを超えない限り YouTuber とは言えないらしい．友達
１０００人なんていない！もともと根暗な性格で友達も少ないのに．始めたからに
は，ちょっと頑張りたくなるじゃないですか．すでに２０万以上も投資している
し，やめられないし（笑）

大切なこと．．．
九州の植木屋で YouTube 界隈では「やっちゃん TV【植木屋 BASE】」大阿蘇造
園の後藤くんが緑化通信８月号に紹介されたのをご覧になったでしょうか．植
木の仕事をエンタメ化することをテーマにしている点がすごく共感できます．
樹木生産という職業は世間的には，知名度ゼロ．農業と建設業のはざま，園
芸と造園業の間の職業で，その仕事内容は当事者以外には未知の領域です．う
ちの妻だって私がどんな仕事をしているのか知り得ていないんですから当たり
前ですよね．世間の人たちは樹木がどこでどう生産されているかなんて知らな
いわけです．いろんな人に生産者が作った動画をみてもらうことで，生産物の
価値を高めることもできるかもって思いませんか？もっとたくさんの人が動画
配信をするようになることで，生産者の世界が世に知れ渡ってくる時代がくる
のかも．
自分はもともと趣味で映像編集をしていたのですんなり入れたけど，やって
みてわかったことは，本業を疎かにすることなく動画配信を続けていくことは
とても難しく，根気のいる作業だということ．続けるってところが難しい．
植木生産も長い時間が必要な根気のいる職業です．ひとつひとつの作業を大
切にこなし，いい生産物を作って行けるようにこれからも精進しようとおもっ
ています．皆さんもまずは YouTube をみることから始めてみませんか．好き
なチャンネルをばんばん応援してあげましょう．そして自分でもやってみたい
と思った時が YouTuber になる時です．スマホだけでも出来ちゃう時代ですか

らね．九州の［やっちゃん TV］と［いずみの植木屋さん］応援よろしくです．

動画作成環境の紹介
パソコンカメラ以外は，全て無料ソフト，アプリを使用しています．アクショ
ンカメラ GoPro８アクセサリ他．６万．データ保存用に外付け HDを１台で１万
円くらい．パソコン１７万．
パソコン : MacbookPro１３in２０１９１.７GHz クアッドコア Intel Core i７
使用ソフト : iMove（無料）,DaVinci Resolve１６（無料版）,GIMP : 写真編集ソフ
ト（無料）,PhotoshopMix（iPhone アプリ無料）,Perfect Image（iPhone アプリ無料）
カメラ GoPro８ BLACK,iPhone８

７ｍ×２ｍの巨大プールの作り方（お子さんも大喜びでしょうね）


